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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 10月 20日 (2004.10.20)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 発 光 装 置
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 陽 極 と 陰 極 と の 間 に 、 酸 素 濃 度 が ５ × １ ０ 1 9 ／ ｃ ｍ 3 以 下 で あ る 有 機 化 合 物 の 層 を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 陽 極 と 陰 極 の 間 に 、 有 機 化 合 物 で 形 成 さ れ る 発 光 層 を 有 し 、 前 記 発 光 層 に 含 ま れ る 酸 素
濃 度 が ５ × １ ０ 1 9 ／ ｃ ｍ 3 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 フ タ ロ シ ア ニ ン 系 ま た は 芳 香 族 ア ミ ン 系 の 有 機 化 合 物 で 形 成 さ れ る 正 孔 注 入 層 ま た は 正
孔 輸 送 層 を 有 し 、 前 記 正 孔 注 入 層 ま た は 正 孔 輸 送 層 に お け る 酸 素 濃 度 が ５ × １ ０ 1 9 ／ ｃ ｍ
3 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 窒 化 珪 素 ま た は 酸 化 窒 化 珪 素 で 形 成 さ れ る 第 １ 絶 縁 層 と 、 前 記 第 １ 絶 縁 層 に 接 す る 陽 極
と 、 前 記 陽 極 に 接 す る 有 機 化 合 物 の 層 と 、 前 記 有 機 化 合 物 の 層 に 接 す る 陰 極 と を 有 し 、
　 前 記 有 機 化 合 物 の 層 に 含 ま れ る 酸 素 濃 度 は ５ × １ ０ 1 9 ／ ｃ ｍ 3 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 窒 化 珪 素 ま た は 酸 化 窒 化 珪 素 で 形 成 さ れ る 第 １ 絶 縁 層 と 、 前 記 第 １ 絶 縁 層 に 接 す る 陽 極



と 、 前 記 陽 極 上 に 有 機 化 合 物 で 形 成 さ れ る 発 光 層 と 、 前 記 有 機 化 合 物 の 層 に 接 す る 陰 極 と
を 有 し 、
　 前 記 発 光 層 に 含 ま れ る 酸 素 濃 度 は ５ × １ ０ 1 9 ／ ｃ ｍ 3 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 発 光
装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 窒 化 珪 素 ま た は 酸 化 窒 化 珪 素 で 形 成 さ れ る 第 １ 絶 縁 層 と 、 前 記 第 １ 絶 縁 層 に 接 す る 陽 極
と 、 前 記 陽 極 に 接 す る 有 機 化 合 物 の 層 と 、 前 記 有 機 化 合 物 の 層 に 接 す る 陰 極 と を 有 し 、
　 前 記 有 機 化 合 物 の 層 は 、 フ タ ロ シ ア ニ ン 系 ま た は 芳 香 族 ア ミ ン 系 の 有 機 化 合 物 で 形 成 さ
れ る 正 孔 注 入 層 ま た は 正 孔 輸 送 層 を 含 み 、
　 前 記 正 孔 注 入 層 ま た は 正 孔 輸 送 層 に お け る 酸 素 濃 度 が ５ × １ ０ 1 9 ／ ｃ ｍ 3 以 下 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ６ の い ず れ か 一 項 に お い て 、 前 記 有 機 化 合 物 は 、 燐 光 材 料 を 含 む こ
と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ４ に お い て 、 前 記 有 機 化 合 物 の 層 は 、 蒸 着 法 で 成 膜 し た 層 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ５ に お い て 、 前 記 発 光 層 は 、 蒸 着 法 で 成 膜 し た 層 で あ る こ と を 特
徴 と す る 発 光 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ３ ま た は 請 求 項 ６ に お い て 、 前 記 正 孔 注 入 層 ま た は 正 孔 輸 送 層 は 、 蒸 着 法 で 成 膜
し た 層 で あ る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。
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